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比較文化学会、2011 年、185-195 ページ）。二点目は、演技の成立、すなわち演技

の「成功」の判断は美醜の判断と密接に関連しているということから、山崎の演技

論およびリズム論が文化的＝社会的議論にどこまで拡張可能なのかということであ

った。これに対して、発表者は、山崎自身は『変身の美学―世阿弥の芸術論』（1969）
や『演技する精神』（1981）の後に、社会批評を多岐にわたって著したことから、彼

の演技論およびリズム論はあくまでも人間の行動の構造一般にまで議論を展開した

ものであり、社会的文脈においても彼の思想を支えたものである、という主旨の発

言で応答した。三点目は、山崎に限らず思想史において、意志とは異なる仕方で人

の習慣を形成するものとして、リズムがたびたび持ち出されるはなぜなのかという

問いであった。この問いに対して、「パターンは反復によって生じる、そこにおいて

発見されるのがリズムである」という議論がなされた。そして、四点目は、人が無

数の感情に襲われたときにある行動の「型」を必要とするということに関しての話

題提供であった。スベトラーナ・アレクシエービッチが 1997 年に発表した『チェ

ルノブイリの祈り』において、チェルノブイリ原発事故の被害者はインタビューに

応じるために、みずからの感情を言語化するよう要求されている。インタビューと

いう形式で被害者に語らせることによって、語る被害者の内面には苦痛が生じる。

この、語ることで生じた苦痛によって、被害者は被害の悲しみを乗り越えうるのだ、

ということが指摘された。 

『文化交流研究』刊行規定 
 
1． 投稿資格は原則として文化交流研究会会員とする。ただし、非会員にも例外的

に寄稿を求めることがある。 
2． 原稿は未刊行のものとする。 
3． 原稿の執筆に当たっては、別に定める「執筆要綱」に従うものとする。 
4． 本誌は原則として年 1 回刊行する。投稿者は指定期日までに投稿希望届を提出

し、締め切り日までに原稿を提出しなければならない。 
5． 提出された原稿の採用は、刊行委員会が委嘱する専門家による査読を経た上で、

刊行委員会が決定する。 
6． 採録が決定したら、執筆者は印刷原稿の作成におのおの責任を持つ。印刷原稿

の作成に当たっては、刊行委員会の指示に従うものとする。 
7． 採録決定者は、本誌刊行にかかる費用のうち、本会が請求する金額を支払う。 
8． 採録された論文等の著作権は著者と本会の共有とする。 
9． 上記以外の編集に関わる問題が生じたときは、刊行委員会が個別に対応する。 
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『文化交流研究』執筆要項（2022 年度） 

 
内  容：文化交流に関する論文、研究ノート、書評、文化交流研究会の諸活動(研

究会や講演会)のレジュメ、文化交流論・現代文化分野・現代文化学サブ

プログラムの修士論文・博士論文のタイトルなど。 
枚  数：和文の場合は原則として Word 形式で 10~20 枚程度、外国語の場合は同程

度。ともに資料・図版・注・参考文献はこの枚数内に収めるものとする。 
書  式：原稿は原則としてパソコン入力による横書き印刷原稿とする 

A5（和文の場合は 37 字×34 行、外国語の場合は 34 字×34 行）。 
余白（和文、外国語ともに上下左右全て 20mm）。 
和文の場合は外国語による要旨とタイトルを付す。外国語の場合は和文の

要旨を付す。注は文末注とする。 
執筆申込：刊行委員会による投稿希望届に必要事項（タイトル、使用言語等)を記入

し、メールまたは郵送にて提出する。 
   締切  2022 年 8 月 26 日（金） 
     申込先 ①郵送 

〒305-8571 茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学   
人文社会科学研究科 現代語・現代文化専攻事務室気付 
文化交流研究会 
②メール 
bunkakoryuron@gmail.com 

原稿送付：完成原稿の電子ファイルをメールにて編集係まで送付する。あるいは

USB メモリ、CD-R 等を添え、郵送または直接下記宛先に提出する。 
     締切      2022 年 11 月 21 日（月） 

締締切切日日をを過過ぎぎてて提提出出さされれたた原原稿稿はは受受けけ付付けけなないい。。  
     宛先 ①郵送 

〒305-8571 茨城県つくば市天王台 1-1-1 筑波大学   
人文社会科学研究科 現代語・現代文化専攻事務室気付 
文化交流研究会 
②メール 
bunkakoryuron@gmail.com 

校  正：原稿執筆者による校正は、原則として第 2 校までとする。 
発  行：2 月上旬予定 
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